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火をつけた

あなたの責任

最後まで

五色のカラー水が使用された一斉放水 海上自衛隊大湊音楽隊による演奏

迫力ある演技が披露された纏振り演技 機敏な動作で行われた小型ポンプ操法

福浦少年消防クラブも参加しました 川目婦人消防協力隊による応急手当訓練



４月３０日（日）、アルザス周辺を会場に、平成１２

年度佐井村消防団定期観閲式が行われました。

式では、大ぜいの来賓や関係者が見守る中、現

況報告、通常点検の後、纏振り演技、小型ポンプ

操法、福浦少年消防クラブによる軽可搬ポンプ操

法、川目婦人消防協力隊による応急手当訓練が行

われました。

続いて、分列行進、一斉放水が披露され、集まっ

た見学者からは、大きな拍手が送られていました。
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佐井村木のいえづくり 特別加算

佐井村では、「豊かな自然の恵みど先人の知恵を生か、した木の香るいえづくりの推進」 を基本理念と

し、広く村 民に木のいえづくりの啓発普及を図ることを目的とした「佐井村本のいえづくリガイドプラ

ン」を平成１２年３月に策定しました。

また、佐井村では村民の「木のいえづくり」 を推進していくために 厂佐井村木のいえ建設基準」を設

けました。

この基準を満たす住宅は「地方公共団体施策住宅」となり、住宅金融公庫から一戸あたリ２００万円の

特別加算（特別加算の適用金利は「特別加算額」の金利となります）が受けられるこどになリ・ました。

なお、適用基準等の詳細につきましては下記のとおりです。

佐井村木のいえづくり建設基準

１．村内に建設される木造住宅。

２．住宅構造は木造在来工法とし、木材には

地域材を使用する。

３．屋外テラスなどの半屋外の居室（テラス・

バルコニー・縁側）として多目的に利用で

さる空間を整備し、木材を活用する。（設

置場所は屋外に面していること）

４．屋外にオイルタンクを設置する場合は、

目立だない場所に設置するか、壁・植栽な

とによって目立だなくする。

５．外壁は板張りとし、まちなみや景観に配

慮する。（木材は防腐処理を行う）

イ メ ー ジ

○ 申 し 込 み 方 法

申し込みを希望する方は、最寄りの金融機関にある住宅金融公庫の申込書を金融機関に提出してくだ

さい。（申込書は、６月中旬に各金融機関へ備えつけられます）

なお、手続きの詳細については、後日全戸に配布するパンフレットをご覧になるか、下記問い合わせ

先までご連絡ください。

☆ 問 い 合 わ せ

役 場 建設課 建設 係 昔⑩２１１１（内線３７）



商 業 集 積 地 （ ア ル ザ ス 隣 接 地 ）の 土 地 利 用 に つ い て

アルザス隣接の商業集積地は、現在潮風協同組合４店舗と手づくりマートが営業していますが、このたび

漁港臨港道路との境界がはぼ決定したことから、村では今後の土地利用計画案をつくりましたので、お知ら

せします。

なお、今年中に潮風協同組合 工店舗と、下北信用金庫佐井支店、並びに商工会館が建設される予定です。



ラブリー さい ふるさとパッケージ

四季折々の佐井村の特産品を７月・１２月の年Ｅ回 みなさまのお手元まで、お届けします。

フ月
Ａ

鮭フレークセット １００ｇＸ３

どうだうまいか ５０ｇ

ほっけの開き ２枚

ほたてソフト（塩） ２５０ｇ

かりっとわかめ １５ｇ

ふ き 水 煮 ３００ｇＸ２

Ｂ

若 布 ５００ｇ

こ う な ご ３００ｇ

たこ乾製品 ５０ｇ
ほっけ丸干し ２００ｇ

とろろこんぶ ６０ｇ

たこ粕漬け ２００ｇ
ハープ石けん １個

生しいたけ ２５０ｇ

Ｃ
甘 塩 う に ６０ｇ

鮭 と ば ３００ｇ

ほっけ生つぴ ５００ｇ

天 ぐ さ ２００ｇ

ほっけ寒風干し ２００ｇ

梅こんぶ茶 ５０ｇ

こ ん ぶ 茶 ５０ｇ

１２月
Ａ

新 巻 鮭 ２．７ｋｇ

しょうゆイクラ １００ｇ

も ず く ６０Ｓｘ２

黒 大 豆 煮 ２００ｇＸ２

キタアカリ ３ｋｇ

Ｂ
鮭 切 り 身 ４００ｇＸ２

鮭親子 丼セット

イクラ １７０ｇ・フレーク １００ｇＸ２

たこからあげ ２００ｇ

若 布 ２００ｇ

切 り も ち １２枚

で ん ぷ ん ３００ｇ

Ｃ
鮭 切 り 身 ４００ｇＸ２

キタアカリ ３ｋｇ

味付けたこ ５００ｇ

鮭フレークセット １００ｇＸ３

がっくら漬け ３００ｇ

入 会 金 ７月・１２月の各コースとも５，０００円。（送料・消費税込み）

選 択 方 法 Ａ・Ｂ・Ｃの中から、ご希望のコースを１つお選びください。

申込方法 電話・ＦＡＸ・ハガ牛でお申し込みください。

ラ ブ リ ー さ い 販 売 事 業 協 議 会 〈ｔｌ＝ｔＳ観９ ）内＞

〒０３９－４７１１ 青森県下北郡佐井村大字佐井字大佐＃１１２
ＴＥＬ０１７５⑩４５１３ ＦＡＸ０１７５⑩４５２５
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防火の士気を高めよう

四
月
十
日
か
ら
十
六
日
ま

で
の
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」

に
と
も
な
い
、
村
内
各
地
で

消
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

九
日
は
、
歌
舞
伎
の
館
で
、

消
防
団
・
消
防
分
署
合
同
の

火
災
防
禦
訓
練
が
、
ま
た
、

住
宅
防
火
モ

デ
ル
地
区
の
原

出
地
区
で
は
、
住
民
参
加
の

消
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
十
一
日
に
は
、
消
防
関

係
者
の
見
守
る
中
、
福
浦
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
福
浦

小
中
学
校
と
地
区
の
旅
館
・

民
宿
関
係
者
の
合
同
消
火
訓

練
も
実
施
さ
れ
、
火
の
用
心

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

桜と私 どっちがキレイ？

五
月
六
日
、
佐
井
村
保
育

所
の
園
児
た
ち
が
、
山
村
広

場
へ
お
花
見
に
行
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
例
年
よ
り
一
週

間
ほ
ど
開
花
が
遅
く
、
残
念

な
が
ら
桜
は
満
開
冂
と
は
い

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
雲
一

つ
な
い
青
空
の
下
で
、
美
し

く
咲
き
誇
る
桜
を
目
の
前
に
、

園
児
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
し

て
い
ま
し
た
。

息
を
は
ず
ま
せ
、
元
気
い
っ

ぱ
い
に
公
園
内
を
駆
け
回
っ

た
後
、
桜
に
囲
ま
れ
な
が
ら

食
べ
た
お
や
つ
は
、
い
つ
も

よ
り
何
倍
も
お
い
し
そ
う
で

し
た
。

基幹産業の復興に向けて

五
月
十
三
囗
、
村
内
の
各

地
区
で
一
斉
に
、
ア
ワ
ビ
稚

貝
の
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」

の
一
環
と
し
て
、
毎
年
こ
の

時
期
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、

今
回
放
流
さ
れ
た
稚
貝
は
、

階
上
町
の
栽
培
漁
業
公
社
で

ふ
化
さ
せ
た
も
の
を
、
昨
年

五
月
、
佐
井
村
漁
業
協
同
組

合
ア
ワ
ビ
稚
貝
中
間
育
成
施

設
が
購
入
し
、
四
十
ミ
リ
ほ

ど
に
成
長
さ
せ
た
も
の
で
す
。

放
流
さ
れ
た
約
二
十
八
万

二
千
個
の
稚
貝
が
こ
れ
か
ら

も
順
調
に
育
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

野球シーズンがいよいよ開幕

五
月
十
四
日
、
佐
井
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
佐
井
村

野
球
協
会
主
催
の
第
二
十
五

回
太
田
杯
野
球
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
日
は
、
前

日
か
ら
の
雨
に
よ
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
状
態
に
加
え
、
濃
い
霧

に
覆
わ
れ
る
と
い
う
最
悪
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
開
会
式

の
後
、
な
ん
と
か
試
合
は
開

始
さ
れ
ま
し
た
が
、
徐
々
に

雨
が
強
く
な
り
、
二
試
合
を

消
化
し
九
時
点
て
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

大
会
は
、
後
日
再
開
さ
れ

る
予
定
で
す
。



啄哇碌だ籾

歯・口腔は全身の

健康に関わっています

改
め
て
考
え
た
い

私
た
ち
の
囗

「
口
の
中
を
清
潔
に
し
て
い
ま

す
か
？
」
と
い
う
質
問
は
健
康
の

問
題
と
い
う
よ
り
エ
チ
ケ
ッ
ト
の

問
題
と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
最
近
の
研
究
で
、
歯
や
口

の
中
の
健
康
が
、
か
ら
だ
全
体
の

健
康
と
大
変
密
接
な
関
係
に
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

口
の
中
を
汚
く
し
て
い
る
と
悪

い
細
菌
が
繁
殖
し
、
口
の
中
の
粘

膜
・
血
液
な
ど
を
通
し
て
、
か
ら

だ
全
体
に
病
気
の
発
症
な
ど
悪
影

響
を
及
ぼ
す
の
で
す
。

ま
た
全
身
の
健
康
状
態
が
悪
く

な
る
と
、
免
疫
力
が
落
ち
、
そ
の

た
め
口
の
中
の
自
浄
作
用
が
低
下

し
、
細
菌
の
繁
殖
を
活
発
化
さ
せ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
他

に
も
、
原
因
不
明
の
病
気
が
、
意

外
に
も
歯
・
口
腔
の
病
気
と
関
連

し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

佐
井
村
の
子
ど
も
た
ち
の

囗
の

中

の

様

子

右
下
の
グ
ラ
フ
は
、
検
診
を
受

け
た
子
ど
も
た
ち
の
う
ち
、
む
し

歯
の
あ
る
子
ど
も
の
割
合
を
示
し

た
も
の
で
す
。
平
成
二
年
度
は
、

三
歳
児
の
ほ
と
ん
ど
か
か
し
歯
で

し
た
。
そ
こ
で
、
む
し
歯
の
保
有

率
を
せ
め
て
青
森
県
の
平
均
（
平

成
七
年
度
で
一
歳
六
ヵ
月
見
一
〇
・

二
％
、
三
歳
児
六
三
・
六
％
）
ま

で
下
げ
よ
う
と
、
平
成
九
年
度
か

ら
む
し
歯
予
防
の
た
め
の
活
動
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

グ
ラ
フ
に
は
、
多
少
山
が
み
ら

れ
ま
す
が
、
む
し
歯
保
有
率
は
減

少
傾
向
に
あ
り
、
お
母
さ
ん
方
の

『
歯
の
健
康
』
に
対
す
る
関
心
が

高
ま
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
一
人
あ
た
り
の
む
し
歯
の
数

を
み
る
と
、
多
い
子
で
は
六
本
も

あ
り
ま
す
。

小
さ
い
う
ち
か
ら
、
歯
を
大
切

に
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
た
い
も

の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
お
母

さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
や
周

り
の
大
人
た
ち
の
協
力
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

～幼児歯科検診の結果～
むし歯保有率の推移

佐井村むし歯保有率の推移

小学校の低学年ぐらいまでは

大人が仕上げ磨きを

子どもが小さい頃は、大人がきちんと磨

いてあげましょう。小学校の低学年ぐらい

までは自分では完全に磨ききれないので、

大人が仕上げ磨きをすることが必要です。

２歳ぐらいになるとブクブクうがいができ

るようになりますから、練習してみましょ

つ。

仰向 けにしてひざ 枕をすると口の中がよく見え る

ちよつ２：Ｄ
Ｅ 提 供 食生活改 善推進員

～乳製品を料理に使つてみませんか～
カ ッテ ージチ ーズの白あえ （１人分 ７６ｋｃａｌ）

〈材料：４人分〉

人参 小％本
こんにゃく（白） ％枚

生しいだけ ４～５枚
｛ だし汁 ％カップ

しょうゆ・大さじ１

酒 大さじ％

カッテージチーズ １カップ
すりごま 大さじ１
さやえんどう ５０ｇ

〈イ乍り方〉

①人参、こんにゃくは短冊切り、生しいだけは軸を取って薄切りにし、煮汁がなくなるま
て殲でさましておく。

②さやえんどうは筋を取り、熱湯でさっとゆで、冷まして廿ん切りにする。
③カッテーシチーズにすりごまを加えてよく混ぜ、①②を入れてあえる。



介護者の心構え②

お年寄りのペースに
合わせて

できるこ とはお年寄り自身 で

お年寄りは、すべてのことにゆっくりです。

着替え七食事七ゆっくり、話し言葉も聞き取

りにくくボソボソとゆっくりで、イライラして

しまうことがあるかもしれません。つい 「早く

して」と急ぎ立てたり、手を貸してしまった０

しがちです。「何をしてもノロノロしていて嫌だ

な、忙しいのに困る」と思っていると、お年寄

りは敏感に察知し、心を閉ざします。

「まだ？」「駄目ね、やってあげる」では、お

年寄りのプライドを傷つけ、やる気をなくし、

寝たきりをつくることになりかねません。どん

なにゆっくりペースでも、できることはお年寄

り自身にやってもらいましょう。イライラはぐ

っと飲み込んで見守ってください。

さりげない スキンシップを

憎まれ口をたたくお年寄りも、実は想像以上

の孤独感をもっています。

歩いているとき後ろから、そっと肩や腰を支

えてあげたり、寝ている布団のえり元や足元を

軽く押さえたりするなどのささいなことや、さ

りげないスキンシップが、心に温も０を感じる

ものです。

お年寄りと の会話上手は聞き上手

目 の高 さを低 めに

こちらからの一方通行にならないように、

何か言いたいのかゆっくりと聞いてみましょ

う。気持ちが和んでくると、お年寄りはよく

同じ話の繰り返しになります。そんなときで

も、遮らないで耳を傾けましょう。

お年寄りのそばでできるアイロンかけなど

の家事をしながらだと、会話の時間も取りや

すいのではないでしょうか。

一つの行動に言葉 かけを

お年寄りは、一度にたくさんのことを言わ

れるのが苦手です。同時に幾つもの事柄を理

解しようとすると混乱して、かんしゃくを起

こしたり、自信を失ったりしてしまいます。

［カーディガンを着て、靴下を履いて、ト

イレを済ませてから、お散歩しましょう］の

ように一度に言いたくなりますが、これは悪

い例です。一つ一つ分けて言いましょう。

低めの声でゆっくりと話す

甲高い声、早口のしゃべり方は、お年寄り

にとって聞き取りにくいものです。いつもよ

りトーンを落として、ゆっくり落ち着いた話

し方をしてください。

会話を滑 らかにする言葉

お年寄りとの会話を滑らかにする言葉に、

よく「ありがとう」が使われます。やっても

らったら、何でも 「ありがとう」「助かった

わ」です。頼む筋合いではないことでも、

「やりなさい」ではなく「やってくれますか、

お願いします」と頼みます。何かできたら

「よかったね」と一緒に喜び、ちょつとのこ

とでも「ごめんね」と謝って、その先につな

げます。



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

母
の
会
で
は
五
月
十
三
囗
、
四

月
に
新
一
年
生
に
な
っ
た
ば
か
り

の
福
田
魁
斗
く
ん
と
中
村
起
与
ち
ゃ

ん
の
お
宅
に
佐
井
駐
在
所
の
奥
寺

所
長
と
一
緒
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し

た
。魁

斗
く
ん
は
少
し
熱
か
お
り
元

気
か
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
下

校
後
は
友
達
と
近
く
の
空
き
地
で

元
気
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
魁
斗
く
ん
を
お
母
さ
ん
は
時
々
、

「
車
に
気
を
つ
け
て
ね
！

」
と
声

を
か
け
、
目
配
り
を
し
て
交
通
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
見
守
っ
て

い
ま
し
た
。

妹
の
ま
お
ち
ゃ
ん
も
元
気
に
お

話
に
参
加
し
て
く
れ
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
お
話
で
は
、
前
に
使
っ

て
い
た
の
が
小
さ
く
な
っ
た
の
で

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
を
賈
っ
て
使
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
村
で

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
費
を

助
成
し
て
い
る
お
話
や
使
用
済
み

の
シ
ー
ト
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
話
な

ど
有
意
義
な
ひ
と
と
き
で
し
た
。

起
与
ち
ゃ
ん
の
お
宅
で
は
、
起

与
ち
ゃ
ん
に
大
き
な
声
で
交
通
安

全
の
パ
ン
フ
レ
。
卜
を
読
ん
で
も

ら
い
、
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
の

大
切
さ
を
約
束
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。今

回
二
世
帯
を
訪
問
し
た
中
で
、

佐
井
村
で
の
自
転
車
の
無
灯
火
と

反
射
材
を
着
け
て
い
な
い
歩
行
者

に
は
、
車
を
運
転
し
て
い
て
ビ

。

ク
リ
す
る
こ
と
が
多
く
、
危
険
を

感
じ
て
い
る
と
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

佐
井
村
の
道
路
は
、
道
幅
が
狭

く
危
険
な
箇
所
が
多
く
気
を
つ
け

て
運
転
し
て
い
て
も
交
差
点
で
の

バ
イ
ク
に
ヒ
ヤ
ッ
と
す
る
こ
と
、

観
光
客
の
他
県
ナ
ン
バ
ー
の
車
や

原
発
関
連
の
大
型
車
の
通
行
が
増

え
、
信
号
機
の
少
な
い
村
だ
け
に

一
人
一
人
が
交
通
安
全
に
気
を
つ

け
る
は
か
な
い
、
ま
た
、
路
上
駐

車
に
よ
る
危
険
性
な
ど
の
話
も
出

さ
れ
ま
し
た
。

十
数
年
前
と
比
較
す
る
と
子
供

が
犠
牲
と
な
る
事
故
は
減
少
し
て

き
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も

「
車
に
気
を
つ
け
て
ね
！
・
」

の
愛
の
一
声
を
忘
れ
ず
に
掛
け
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

福
田
魁
斗
く
ん
、
中
村
起
与
ち
ゃ

ん
の
ご
家
族
の
み
な
さ
ん
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《参考》
チャイルドシート

購入費申込件数

延 べ １１件

５月１５日現在

どんどん利用して
ください／

交 通 事 故 死 ゼ ロ

みんなで達成しよう／

次の目標は１０００日

ただいまの記録

（６月１日現在）

９ ２ ９ 日

シートベルト着用率

（５月１日現在）

８８．２４％

県内３５位

（参考）

第１位：蓬田村１００％

最
近
、
管
内
で
の
路

上
駐
車
が
目
に
つ
き
、

通
行
の
妨
げ
に
な
り
、

交
通
事
故
の
発
生
が
危

惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
ひ
ど
い
場
合
に

は
、
警
察
署
で
取
り
締

ま
り
を
行
う
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
す
の
で
、
心

あ
た
り
の
あ
る
方
は
適

正
な
場
所
へ
の
駐
車
を

心
掛
け
る
よ
う
に
！



も

ら

亂

ギ

駐

在

丿

一

登
⑩
２
２
「
・‥・

．
８

山
菜
採
り
の

遭
難
を
な
く
そ
う

早
く
も
山
菜
採
り
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
、
各
地
の
山
々
は
山
菜
採
り

で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

毎
年
こ
の
時
期
は
、
多
く
の
遭
難

者
が
出
て
お
り
、
中
に
は
尊
い
命

を
失
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

遭
難
状
況
は
、
例
年
同
じ
よ
う

な
傾
向
で
す
が
、
川
内
町
朝
比
奈

岳
で
は
、
ク
マ
に
襲
わ
れ
負
傷
し

た
人
も
い
ま
し
た
。

遭
難
は
家
族
に
心
配
を
か
け
る

ば
か
り
か
、
捜
索
救
助
活
動
に
多

数
の
方
の
協
力
が
必
要
と
な
り
ま

す
か
ら
、
十
分
汪
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
昨
年
の
遭
難
状
況（

五
月
～
六
月
）

●
発
生
件
数

十
八
件

●
遭
難
者
数

十
九
人

死

者

三
人

負

傷

者

三
人

無
事
救
出

十
三
人

●
主
な
特
徴

凵
六
月
に
遭
難
が
集
中
！

一

五

月

五
人

六

月

十
四
人

匚

タ
ケ
ノ
コ
採
り
で
多
発
Ｉ

タ
ケ
ノ
コ
採
り

十
五
人

そ
の
他
の
山
菜

四
人

①
咼
齢
者
の
遭
難
が
多
発
！

五

十

代

五
人

六

十

代

六
人

七

十

代

六
人

八

十

代

一
人

九

十

代

一
人

宍
道
迷
い
遭
難
が
圧
倒
的
！

道

迷

い

十
五
人

滑
・
転
落

一
人

発

舸

一
人

ク
マ
に
襲
わ
れ
て

一
人

不

明

一
人

許さない！性犯罪

～あなたの声が犯人検挙につながります～

性犯罪の被害にあって も、「恥 ずかしくて誰 にも言 えない」「ど うし た

らいいか分からない」・・・そんな悩みを一人で抱えている人が数多 くい ま

す。 そんな方のために、 警察本部捜査第一課に

「性 犯 罪 被 害 １ １ ０ 番 」

を設置しています。電 話番号・受 付時間などは次のとおりです。

フリーダイヤルはやく なやみよ（消えろ）

２１ ０１２０ － ８９ － ７８３４

《 相 談 受 付 時 間 》

○ 誰にも言えず悩んでいる

○ 直接警察に行きにくい

○ 今何をしていいのか分からない

○ 犯人 が憎いけれど仕返しが怖い

○ 被害にあ った知り合いのために何とかしてあげたい

こんなお悩みを お持ちのあなたの、きっと力になります。

勇気を 出してダイヤルしてください。

警察官（大学卒）募集
青森県人事委員会及 び青森県警察本部 では、

大学卒業（見込）者を対 象 に警察 官Ａ の 採用

試験を行います。採用予定人 員 、 受験 資 格な

どは次のとおりですＯ

受 付期 間 ６月１日休）～６月２３日圏

第一次試験 ７月９日（日）

試 験場 所 青森市（県立青森商業高等学校）

警 察官Ａ

（男性）
未 定

昭和４６年 ４月 ２日から昭和５４年 ４月１ 日

まで に生 まれた者。 ただし、 学校教育法 に

よる大学 の学部を卒業 した者 又は卒業見 込

の者。（人事委員会が同 等 の資 格が ある と

認 める者を 含む）

警 察官Ａ

（女性）
未 定

なお、男性のみ、警視庁・埼玉県・千葉県・神奈川県及び静岡県

の警察官を志望する人も同時に受験することができます。

■問い合わせ

青森県警察本部警務課 Ｑ０１７－７２３－４２１１（内線２６６２、２６６３、２６６４）

または佐井駐在所 Ｓ０１７５⑩ ２２１８まで

暴 走 車 両 を 追 放 し よ う

これから夏に向けて、夜間の暴走車両が

多くなります。暴走車両にぶつけられそう

になった、騒音がうるさくて眠れないなど

の場合は、積極的に通報してください。

連 続 盗 難 事 件 発 生

漁港内の磯船から混合油入りのガソリン

が盗まれています。船を所有している方は

十分注意してください。



お知らせ
コーナー

佐

井

村

職

員

募

集

来
年
四
月
一
日
採
用

平
成
十
三
年
四
月
一
日
採
用
予

定
の
佐
井
村
職
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

応
募
者
は
、
必
要
書
類
を
役
場

総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
員

・
上
級
行
政
職

（
大
学
卒
業
以
上
）

若
干
名

・
初
級
一
般
職

（
高
校
卒
業
以
上
）

若
干
名

■
応
募
資
格

昭
和
四
十
八
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、

大
学
卒
業

（
見
込
）
及
び
高
校
卒
業
（
見
込
）

の
方
。

■
提
出
書
類

・
履
歴
書

※
希
望
す
る
職
種
を
本
人
希
望
記

入
欄
ま
た
は
備
考
欄
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

・
最
終
学
校
の
卒
業
（
見
込
）
証

明
書
、
成
績
証
明
書

・
健
康
診
断
書

■
試
験
日
等

・
九
月
十
七
日
㈲
十
時
か
ら

・
試
験
会
場
は
青
森
市
内

※
町
村
会
主
催
の
全
国
統
一
試
験

で
す
。

■
試
験
科
目

・
教
養
試
験
（
共
通
）

・
専
門
試
験
（
上
級
）

・
事
務
適
性
検
査
（
初
級
）

・
内
田

ク
レ
ペ
リ
ン
精
神
検
査

（
初
級
）

・
面
接
試
験
（
一
次
試
験
に
合
格

さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
後
日
、

佐
井
村
役
場
で
実
施
し
ま
す
）

■
給
料
等

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

規
定
に
よ
り
ま
す
。

■
書
類
の
提
出
期
限

平
成
十
二
年
八
月
七
日
㈲

■
問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
課
Ｓ
⑩
２
↓
１
１

年

金

標

語

の

募

集

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い

青
森
社
会
保
険
事
務
局
で
は
、

「
年
金
」
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
た
め
に
、
今
年
も
「
年
金

標

語
」

の

募

集

を

行

い

ま

す

。

入

賞

し

た

作

品

は

、

県

内

の

「

年

金

広

報

」

に

活

用

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

ま

た

、

採

用

の

方

に

は

局

長

か

ら

賞

状

と

記

念

品

を

贈

呈

い

た

し

ま

す

か

ら

、

ふ

る

っ

て

ご

応

募

く

だ

さ

い

。

■

応

募

資

格

青

森

県

内

に
在

住

の

方

■

作

品

の

規
定

・

「

年

金

」

の
字

句

を

必

ず
入

れ

・

て
く

だ

さ
い

。

・
未

発

表

の
も

の

に
隕

り

ま
す

。

・
作

品

の
数

は
、

一
人

何

点

で

も

結

構

で
す

。

■

応

募

方

法

（

ガ

牛

に
、

①

標

語

作

品

②

住

所

③
氏

名

④
年

齢

⑤
職

業

⑥
電

話

番

号

を

明

記

し

て

く

だ

さ

い
。

■

送
付

先

一
Ｔ
０

３

０
－

８

５

５
ａ
‥）

青
森

市

本

町

１
－

３
－

９

ニ

ッ

セ

イ

青

森
本

町

ビ
ル
九

階

青

森
社

会

保

険

事

務

局

「
年

金
標

語

募

集
」

係

■

応

募

の

締

切

り

平

成
十

二

年

八
月

十

八

日

脂

■

問

い

合

わ

せ

役
場
住
民
福
祉

課
国
民
年

金
担
当

ａ

⑩

り
乙
工

工

工

自

動

車

税

の

納

期

六

月

三

十

日

ま

で

に

自

動

車

税

は
、
お

近
く

の
銀
行

、

信

用

金

庫

、

信

用

組

合

な

ど

の
金

融

機

関

、
郵

便

局

の

ほ
か

、
県

で
指

定

し

た
農

協

及

び

漁

協

の

窓

口

で

納

期

隕

ま

で

に
納
め

て
く

だ

さ
い
。

な
お

、

車
検

を
受

け

る
際

に
は
、

納

税

証

明

書

が
必

要

で
す

。

納

税

証

明

書

は
、

納

税

通

知

書

の
下

の

部

分

に

つ
い

て

お

り

ま
す

か

ら
、

自

動

車

税

を
納

め

た

ら
、

自
動

車

検

査

証

と

一
緒

に
大

切

に

保

管
し

て

く
だ

さ

い
。

■

む

っ
県

税

事

務

所

納

税

課

昔
⑩

Ｑ
り
１

０
［｛
り

出

稼

労

働

者

の

相

談

お

気

軽

に

ど

う

ぞ

村

で

は
、

村

内

の
出

稼
労

働

者

と

そ

の
家

族

の
相

談
、

求

人

情

報

の

提

供

な

ど

の
業

務

に
従

事
し

て

い

た

だ

く

た

め
、

次

の

各

氏

を
地

域

相

談

指
導

員

に
委

嘱
し

ま

し

た
。

・
今

修

一

（

川
目

）

ａ

⑩

４
↓

３

７

・

山
本

秀
夫

（

古
佐

井

）

容
⑨
ｎｚ
】
６
０
ｎ
乙

就
労

先

で

の

事

故

や

病

気
、

留

守

家

族

で

の

問

題

な

ど

が

生

じ

た

と

き

に

は

、

お

気

軽

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

佐井村に新しい商店街潮 丿虱協 同 組。合
毎月第２・第４日曜日は商店街大売出し．ゲ（第３日曜Ｅは定休日）

フリーマーケット
朝 市 参 加 者 募 集 Ｚ戸

潮風協同組合 アーケード内の敷地を無料で提供します
（フリーマーケットは毎月第３日曜日、朝市は随時開催予定）

お問い合わせ・お申し込みは、彩菓 Ｓ ⑩ ２０９４まで



老
齢
福
祉
年
全一
を
受
け
ｗ

つ
た
ら

国
民
年
金
証
書
の
提
出

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
の
国
民
年
金
証
書
が
平
成
十

二
年
八
月
期
の
支
払
分
か
ら
新
し

く
な
り
ま
す
。

受
給
中
の
方
は
、
平
成
十
二
年

四
月
期
の
支
払
い
を
受
け
取
っ
た

ら
、
す
み
や
か
に
国
民
年
金
証
書

を
役
場
国
民
年
金
担
当
窓
口
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
が
遅
れ
た
場
合
に
は
、
新

し
い
国
民
年
金
証
書
の
送
付
が
遅

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ほ
か
の
年
金
（
遺
族
年

金
や
普
通
扶
助
料
な
ど
）
を
受
け

る
権
利
が
で
き
た
と
き
は
、
そ
の

年
金
証
書
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
福
祉
課
国
民
年
金
担
当

ａ

⑨
り乙
工
工
工

児

童

手

当

制

度

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童

現
在
、
三
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

て
い
る
児
童
手
当
は
、
制
度
が
改

正
さ
れ
、
平
成
十
二
年
六
月
一
日

か
ら
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

義
務
教
育
就
学
前
（
平
成
六
年

四
月
二
日
以
後
生
ま
れ
）
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
。

※
所
得
が
一
定
額
以
上
の
方
に
は
、

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
児
童
手
当
の
額

第
一
子

（
月
額
）
五
千
円

第
二
子

（
月
額
）
五
千
円

第
三
子
以
降
（
月
額
）
一
万
円

■
支
払
時
期

二
月
・
六
月
・
十
月

児
童
手
当
は
、
養
育
者
か
ら
の

申
請
が
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

役
場
窓
口
（
公
務
員
の
方
は
勤
務

先
）
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
福
祉
課
住
民
係

昔
⑨
○乙
工
工
工

村県民税（１期分）・固定資産税（２期分）

納 期 は

６月３０日蚩です。
忘れずに納入しましょう ／

担当：役場財政課 容⑨２１１１

佐 井 村 地 域 婦 人 団 体 連 合 会 だ よ り

病気見舞い のお返しは礼状で

佐井村地域婦人団体連合会は、このたびの総会で、佐井

婦人会総会での決議を尊重して、冠婚葬祭の簡素化を推進

することを決定しました。

手始めに、病気見舞いのお返しを止め、お礼状をもって

代えることにしました。さらに、葬儀では、差し支えない

範囲で花輪ポスターを使いましょうとの提案もあり、実践

している事例発表も出され、普及に賛同の声が多くありま

したので、会員並びに村民のみなさんのご協力をお願いし

ます。

例

文謹
啓

○
○

の
候
、
御
尊
家
様

に
は
益
々

ご
清
栄

の
こ
と
と
存
じ

お
喜

び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

私

こ
と
、
兼

ね
て
よ
り
、
病
気
療
養
中

で
あ
り
ま
し

た
が
お
陰

様

を
持
ち

ま
し
て
退
院
す

る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。
入
院
中

は
、

励

ま
し
並

び
に
過
分

な
る
お
見
舞

を
賜

り
ま
し

て
誠

に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
心
よ

り
お
礼

を
申
し
上

げ
ま
す
。
私

は
、
冠

婚
葬
祭

の
簡
素
化

に
賛
同
し
、
お
見
舞
返
し

を
止

め
さ
せ

て
頂

き
、

書
中

を
も
っ
て
お
礼

の
挨
拶

に
か
え

さ
せ

て
戴

く
こ
と
に
し

て
お

り
ま
す
。
葉
書

に
て
大
変
恐

縮
と

は
存
じ
ま
す
が
、

お
礼

傍
々
挨

拶

に
か
え

さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

敬
具

平

成

年

月

囗

下
北
郡

佐
井
村
大

字
佐
井

字
御

尊

名

子 ど も 虐 待 ・ い じ め 相 談 の お 知 ら せ

むっ保 健所で は、か けがえ のない子ど もの命と心を守ること

を目的 に、「子 ども虐待・い じめ相 談」 を実施しております。

ど うぞ、お気軽 にご利 用ください。

１．場 所 むっ保 健所

２．受付 時間 午後 １時～ １時３０分

３．対 象 巾 子どもの虐待・いじめに悩む保護者や子ども

（２） 子育て に強い不安を抱いている保護者

（３） その他 関係者

４．内 容 小児科医、心療内科医、保健婦が相談に応じます
Ｏ

５．そ の 他 予約制となりますので、電話でお知らせください
Ｏ

緊急 の場合 は、当 日の申し込み も可能です。

問い合わせ むつ保健所健康増進課

子ども虐待・いじめ相談担当 Ｂ＠１２３１

郵政省からのお知らせ
電 波 利 用 保 護 旬 間

６月 １ 日～１０日

よ り よ い 電 波 環 境 が 豊 か な 情 報 社 会 を さ さ え ま す 。

～電波はみんなのものだから、ルールを守って正しく使いましょう～

電波の混信・妨害についてのお問い合わせは

〒９８０－８７９５ 宮城県仙台市青葉区本町３－２－２３

郵政省 東北電気通信監理局 監視課

ａ ０２２－２２１－０６４工



満１歳おめでとうＺ／

木 部 一 朝 Ｕ ，

（司・啓子）中道

新 田 翔 磨 くふ

（孝治・和美）磯谷

中 西 美 優 ちぺ

（友徳・しのぶ）牛滝

６月１１日（日） 午前１０時～

●御 神 楽 奉 納

●郷 土 芸 能

●津 軽 民 謡 と 手 踊

●羽山るみ子歌謡ショー

ゲ ームコ ーナーも 同 時開催 ／

★ストラックアウト大会

★早 食 い 選 手 権

無 料 送 迎 パ ス
も 運 行 さ れ ま す

問い合わせ 佐井村観光協会 Ｓ⑩４５１５

戸籍の窓口
５月１５日現在

○お誕生おめでとう

佐々木 竜太郎（秋彦） 古佐井

○ご結婚おめでとう

（ 松谷 和人 大佐井

佐藤麻紀子 原 田

（ 田中 毅 蟹田町

中村奈央子 古佐井

○ お く や み 申 し 上 げ ます

竹 内 百 合 子 （ 鋼 ） 牛 滝

宮 部 房 雄 （ 律 子 ） 牛 滝

※個人のプ ライバ シーを尊重す る意味で、掲 載し て欲 し くない

． 方 は、 届出の際、 係 に申し出てください． ．

佐井村の人口
４月３０日現在

男 １，５８３ （＋１５）

女 １，５８６ （＋ ３）

計 ３ ，１６９ （＋１８）

世 帯 数 １，１０６ （＋１８）

（ ）内は前月比

先
月
号
の
訂
正

先
月
号
の
平
成
十
二
年
度
佐

井
村
行
政
機
構
図

の
中

で
、
記

載

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

次

の
と

お
り
訂
正
し
ま
す
。

・
住
民
福
祉
課

住
民
係

－

係
長
事
務
取
扱

樋

口
晴
子

・
住
民

福
祉
課

福
祉
係

－

係
長
事
務
取
扱

東
出
直
武

－

・

建
設

課

主
幹

渡

邊
章
子

・

教
育
委
員
会

総
務
課丿

課
長
補
佐

鹿
嶋
年

男

・
消
防

分
署

救
急
係

－

消
防
士

長
島

信
市
郎

●バス車内での運賃のお支払い
●各種回数券のお求めは、

下記委託販売店をご利用
ください。

★佐井観光協会 （アルザス内）
★磯谷…東出商店
★長後…滝本商店

（７片回数券）

・ ５枚買って２ 枚サービス。
・ 片道５００円以上のバス賃から。

・ ６５才以上の方に限ります。

お問い合わせは下北交通株式 会社
本社 〒０３５－００４１青森県むつ市金曲１－８－１２

ａ （０１７５）２３－３１１１
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